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研究概要︓本研究は、太陽光を直接コヒーレント光に変換する太陽光励起レーザー技術の⾼効率化と安定化を⽬的として、0.7 m²
のフレネルレンズとコーン型太陽キャビティを⽤いた新しい太陽光励起レーザーシステムを開発しました。本研究では、レーザーヘッドの機
械的安定化構造を導⼊することにより、最⼤ 10.6W のレーザー出⼒を 120 秒以上安定して維持することに成功し、従来⽐で 4 倍以
上の⾼出⼒化と⾯積効率の 2.1 倍向上（14.7W/m²）を実現しました。これにより、システムの⼩型化・安定化・屋外利⽤性の向上
が確認され、再⽣可能エネルギーの新たな応⽤技術としての可能性が⽰されました。 

研究背景︓近年、持続可能社会の実現に向けて再⽣可能エネルギーの活⽤が重要視されています。太陽光励起レーザーは、太陽
光を直接コヒーレント光に変換する新しいエネルギー利⽤技術として注⽬されていますが、従来のシステムではレーザー媒質の熱損傷や
太陽⾼度変化による不安定性などの課題がありました。本研究では、これらの課題を解決し、より⼩型かつ安定した太陽光励起レーザ
ーシステムの開発を⽬的としています。 

研究成果︓本システムにより、最⼤ 10.6W のレーザー出⼒を
達成し、120 秒以上にわたり安定した発振を維持することに成
功しました。出⼒の 80%以上を維持しつつ、以前の結果の 4 倍
以上の⾼出⼒化を実現しました。また、レーザー媒質とキャビテ
ィ ⻑ を 75mm に 延 ⻑ す る こ と で 、 ⾯ 積 効 率 を 2.1 倍
（14.7W/m²）に向上させることができました。これにより、システ
ムの⼩型化・安定化・屋外利⽤性の向上を実証しました。

社会への影響︓本研究で開発した太陽光励起レーザー技術
は、再⽣可能エネルギーの新たな応⽤を切り拓くものであり、屋
外での安定運⽤が可能なことから、将来的な実⽤化やエネル
ギー変換技術への波及効果が期待されます。 

専⾨⽤語︓ 

太陽光励起レーザー︓太陽光を直接レーザー媒質に照射し、レーザー光を発⽣させる技術。 

フレネルレンズ︓薄型で軽量な集光⽤レンズ。太陽光を効率よく集めることができる。
コーン型キャビティ︓円錐形状の空間で、集光した太陽光を効率的にレーザー媒質へ導く構造。

図 1 最⼤ 10.6W のレーザー出⼒を達成し、120 秒以上にわ
たり安定した発振を維持することに成功 
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